
 

令和７年 4 月 標準計画・施工方法（案）からの変更点 

                        凡例 青文字・・・削除箇所 

                           赤文字・・・追記箇所  

章節項目 旧 新 

ｐ1-7 

1.6.1 

指定給水装置

工事事業者制

度 

2.指定の更

新【水道法第

25 条の３の

２】 

 

3.水道事業者との関係 

水道事業者は、指定の基準を満た

す工事事業者から申請があれば

指定しなければならないこととし

ている一方、指定給水装置工事事

業者については、施行規則で定め

る事業運営の基準に従って事業

を行わなければならないこと、水

道事業者の要求があれば、水道事

業者が行う給水装置の検査に主

任技術者を立ち合わせたり、報告

又は資料の提出をしなければな

らないこと等、水道事業者が水道

法に基づいて行う監督に服さな

ければならないこととしている。 

3.水道事業者との関係 

水道事業者は、指定の基準を満た

す工事事業者から申請があれば指

定しなければならないこととして

いる一方、指定給水装置工事事業

者については、施行規則で定める

事業運営の基準に従って事業を行

わなければならないこと、水道事

業者の要求があれば、水道事業者

が行う給水装置の検査に主任技術

者を立ち合わせたり、報告又は資

料の提出をしなければならないこ

と等、水道事業者が水道法に基づ

いて行う指導に服さなければなら

ないこととしている。 

ｐ2-26～ 

ｐ2-27  

2.6.4 

給水管布設 

2．埋戻し 

－ 

図 2-10、図 2-11、図 2-12、図

2-13 について、補足説明のため

下記文言の追記を行います。 

 

山砂もしくは川砂 

※サドル分水栓上部から100㎜埋

め戻すこと 

ｐ2-28 

2.6.4 

給水管布設 

３．道路上の

止水栓等の位

置 

（1）上記とは別に道路を縦断す

る形で布設する給水管において

は、公道部分水平距離にて管延

長が 10ｍ以上の場合、配水管

からの分岐の可能な限り近い位

置に乙止水栓を設置すること。

但し、道路管理者が別途指示す

る場合、それに従うこと。 

（1）上記とは別に道路を縦横断す

る形で布設する給水管において

は、公道部分水平距離にて管延長

が 10ｍ以上の場合、配水管から

の分岐の可能な限り近い位置に

乙止水栓を設置すること。但し、

道路管理者が別途指示する場合、

それに従うこと。 
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ｐ3-6  

3.2.2 

メーターの設

置場所 

水道メーターは、給水装置の所有

者又は使用者の敷地内に設置し、

その位置は給水管が敷地に進入

した地点から２メートル以内の地

点で、次に掲げる要件に適合する

場所とすることを原則とする。 

（１）検針（点検）及び交換作業等

が容易に行える場所であること。 

（２）水平に設置できる場所であ

ること。 

（３）給水装置に設置する給水栓

より低い位置にあること。 

（４）雨水、汚水等が流入するおそ

れがない場所であること。 

（５）メーターが破損するおそれが

ない場所であること。 

（６）その他維持管理に支障するお

それがない場所であること。 

水道メーターは、給水装置の所有

者又は使用者の敷地内に設置し、

その位置は給水管が敷地に進入し

た地点から２メートル以内の地点

で、次に掲げる要件に適合する場

所とすることを原則とする。 

（１）検針（点検）及び交換作業等が

容易に行える場所であること。 

（２）水平に設置できる場所である

こと。 

（３）給水装置に設置する給水栓よ

り低い位置にあること。 

（４）雨水、汚水等が流入するおそ

れがない場所であること。 

（５）メーターが破損するおそれが

ない場所であること。 

（６）直結給水でメーターを設ける

場合は地中に設置すること。 

（７）その他維持管理に支障するお

それがない場所であること 

ｐ3-7  

3.2.3 

2 口径

50mm 以上

かつ水道メー

ターがフラン

ジ接続の場合 

配管材は、口径 50ｍｍはポリエ

チレン管若しくは水道配水用ポリ

エチレン管、50ｍｍを超える場合

はダクタイル鋳鉄管(GX 形)若し

くは水道配水用ポリエチレン管と

する。なお、上流側にソフトシール

仕切弁、下流側に逆止弁を設置す

ること。但し、やむを得ず逆止弁

を設置できない場合は、ソフトシ

ール仕切弁でも可とする。詳細は

上下水道お客様センターにて確

認すること。 

配管材は、口径 50ｍｍはポリエチ

レン管若しくは水道配水用ポリエ

チレン管、50ｍｍを超える場合は

ダクタイル鋳鉄管(GX 形)若しくは

水道配水用ポリエチレン管とする。

なお、上流側にソフトシール仕切

弁、下流側に逆止弁を設置するこ

と。但し、やむを得ず逆止弁を設置

できない場合は、別途協議を行う

こととする。詳細は上下水道お客

様センターにて確認すること。 
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ｐ4-3 

4.2.1 

給水装置の器

具機材 

その使用に当たっては、自己認

証品、第三者認証品、日本産業規

格品（ＪＩＳ）、日本水道協会規格品

（ＪＷＷＡ）等であることを、主任

技術者が必ず確認し３年間保存す

ること。 

 

その使用に当たっては、自己認

証品、第三者認証品、日本産業規

格品（ＪＩＳ）、日本水道協会規格品

（ＪＷＷＡ）等であることを、主任技

術者が必ず確認し、指定工事店に

て３年間保存すること。 

 

ｐ4-6  

4.2.4 

指定材料表

(2) 

分岐材料の指

定 

バルブ付き割

T 字管 

 

・内面粉体塗装 

・内面粉体塗装 

・耐震型の使用を原則とする 

・耐震型の製品規格が無いもの

（HPPE 用等）については別途協議と

する 

ｐ4-7 

4.2.4 

指定材料表

(6) 

その他の指定 

仕切弁鉄蓋類

(φ50mm～

φ200mm) 

・鋳鉄製蓋とする。 

・蓋表面に小山市マーク・管口径・制

水弁表示・閉める方向を明示。 

・鉄蓋に引っ掛けられるプレートを添

付。 

（品名・呼び径・右回り開き・左回り閉

じ・締切回転数・締切トルク） 

・鋳鉄製蓋とする。 

・蓋表面に小山市マーク・管口径・制水

弁表示を明示。 

 

 

 

 

ｐ4-７ 

4.2.4 

指定材料表

(6) 

その他の指定 

止水栓筐(φ

13mm～φ

25mm) 

・樹脂製蓋については、色はブルーと

する。 

・蓋表面に小山市章、水道用止水栓

であることの表示があること。 

・土留筐は、Ｌ－300 のコンクリート

製及びＪＩＳ及びＪＷＷＡの規格品等で

あるものを使用。 

・鋳鉄製蓋の表面には小山市章、止水

栓であることの表示があること。 
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ｐ4-７  

4.2.4 

指定材料表

(6) 

その他の指定 

止水栓筐(φ

３０mm～φ４

０mm) 

・蓋表面に小山市章、水道用止水栓

であることの表示があること。 

・土留筐は、Ｌ－300 のコンクリート

製及びＪＩＳ及びＪＷＷＡの規格品等で

あるものを使用。 

・鋳鉄製蓋の表面には小山市章、止水

栓であることの表示があること。 

ｐ4-８ 

4.2.4 

指定材料表

(6) 

その他の指定 

メーター

BOX 

・蓋は着脱自在で、蓋表面に小山市

章、水道用メーターBOX（量水器）で

あることの表示があることを原則と

する。 

・蓋は着脱自在で、蓋表面に小山市

章、水道用メーターBOX（量水器）で

あることの表示があるものとする。 

ｐ5-4 

5.4.2 

埋め戻し 

２．管上から１0cm 以上山砂・川

砂をもってサンドシールするこ

と。 

２．サドル分水栓上部から１0cm

以上山砂・川砂をもってサンドシ

ールすること。 

ｐ5-14 

5.9.1 

断水の計画と

準備 

技術的に一時的に断水が生じる

場合は、下記の対応を実施するこ

と。 

（１）断水区域を明確にし、断水範

囲がわかる図面を事前に作成し

ておくこと。 

（２）断水作業時間は、平日昼間

13～17 時とすること。 

（３）洗管方法を設定すること。流

水方向を把握し、その下流側で洗

管ができる箇所を設定すること。 

 

技術的に一時的に断水が生じる場

合は、断水の PR の他、下記の対

応を実施すること。 

（１）断水区域を明確にし、断水範囲

がわかる図面を事前に作成してお

くこと。 

（２）断水作業時間は、平日昼間 13

～17 時とすること。 

（３）洗管方法を設定すること。流水

方向を把握し、その下流側で洗管

ができる箇所を設定すること。 

 

ｐ5-14 

5.9.3 

仕切弁の操作 

原則、給水装置工事において公道

上の水道事業の仕切弁の操作は

実施しないこと。 

 

原則、給水装置工事において公道

上の水道事業の仕切弁及び止水栓

の操作は実施しないこと。 
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ｐ7-２ 

7.2 

受水槽方式の

選定 

受水槽式給水は、配水管等の水

圧が変動しても給水量、給水圧を

一定に保持でき、断水時や災害時

にも給水が確保できること等の

効果もあり、また、配水管等への

逆流を防止するための有効な手

段であることから、需要者の必要

とする水量、水圧が得られない場

合のほか、次のような場合には受

水槽式とすることが必要である。 

受水槽式給水は、配水管等の水

圧が変動しても給水量、給水圧を

一定に保持でき、断水時や災害時

にも給水が確保できること等の効

果もあり、また、配水管等への逆流

を防止するための有効な手段であ

ることから、需要者の必要とする

水量、水圧が得られない場合のほ

か、次のような場合には受水槽式

とすることを原則とする。 

 


